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１．自閉症スペクトラム障害とは 

自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum Disorder, ASD）とは、ICD-10 (WHO, 1990)における

「心理的発達の障害」及び「小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害」に分類される

発達障害のうちの一つで、DSM5 (Diagnostic and statistical manual of mental disorders, 精

神障害の診断と統計マニュアル第５版, アメリカ精神医学会) による診断基準では以下の２項目

が両方とも認められることが要件である。 

①社会的コミュニケーションの欠陥

l 相互の対人的・情緒的関係の欠落：興味、情動、感情の共有の少なさ

l 非言語コミュニケーションの欠陥：アイコンタクト、身振り、表情の理解・表出の欠陥

l 様々な社会的状況に合った行動に調整することの困難さ、“ごっこ遊び”をしない

②興味が限定的・行動の反復

l 反復的な行動、発話

l 同一性、習慣への頑ななこだわり

l 限定的な対象への執着

l 感覚刺激に対する過敏さもしくは鈍感さ

ASD の研究はアメリカの精神科医レオ・カナーによる報告から始まる(Kanner, 1943)。1960 年代ま

では親の愛情不足が原因だとする説があったが、現在では先天性の神経発達の障害であり、遺伝的

要因による障害であると考えられている。有病率は 1%強 (Baird et al., 2006) であるが、自閉症

と診断される症例は、1990 年代以降増加の一途を辿っている (フリス, 2012; Matson & Kozlowski, 

2011) が、これは社会的能力への要求が高まる社会情勢から ASD に対する意識が高まり、より多く

の人により正確に診断が下されるようになったからであろう。病因としては①弱い中枢性統合仮説、

②マインドブライトネス仮説、③共感化－システム化仮説、④予測/推定の障害仮説などが提案さ

れている。①弱い中枢性統合仮説は全体よりも局所に注意が向きやすいなど、情報の相互の関連付

け（情報の統合）に障害があると見る仮説である (Kanner, 1943; Plaisted et al., 1999) 。②

マインドブライトネス仮説とは、他者の視点に立ち、相手の意図・気持を推し量る(Mentalizing）

能力が低いため、他者の行動の意味を理解し、予測することが難しいことを障害の本質と見る考え

方で、心の理論（Theory of Mind, ToM）の発達が遅れていることにそれが表れているとする。「サ

リーとアン課題」 (Baron-Cohen et al., 1985)と呼ばれる課題では定型発達児は 4 歳からこの課

題を正解できるが、ASD 児は困難を示す。心の理論とはこの課題を遂行するために必要な、他者の

信念を想像する能力を指すものである。マインドブライトネス仮説は ToM 能力発達の非典型性によ

って、社会性に問題が生じていると説明する理論である。③共感化－システム化仮説では、人間の

認知には他者の感情や思考を特定し、適切な感情で反応する働き’Emphasizing’とシステムの要

因を分析し基本的な法則性を引き出す働き’Systemizing’の 2 種類があるとする

（Emphathizing-Systemizingモデル, E-Sモデル；Baron-Cohen, 2002)。この 2つを計測する指標
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EQと SQが開発されており(Wakabayashi et al., 2006)、ASD 者は Emphathyzing に困難があり、SQ

が EQ に比べて極端に高い特徴を持つものとされる。一般的に Emphasizing は女性が男性に比べて

優位であり、Systemizing は男性が女性に比べて優位である(Baron-Cohen, 2004; McClure, 2003)

ことから、ASD の「超男性脳」仮説も提案されている。④予測/推定の障害仮説では、様々なモダリ

ティ（感覚過敏、運動障害、言語、社会コミュニケーション等）での予測の障害が ASD を引き起こ

しているとする仮説であり、知覚におけるベイズ推定に障害があるとする考え方である。 

 

２．ASD の脳機能 

ASD は脳の障害に起因すると考えられているが、一貫した研究結果が得られておらず、原因はまだ

明らかになっていない。まず、脳の発達に異常があるという報告がある。後に ASD と診断されるこ

とになる 6-14 ヶ月児の頭囲の拡大が顕著であり(Courchesne et al., 2003)、脳も重く細胞数も 1.5

倍以上（サイズは小さい）(Courchesne et al., 2011)であるという。前頭葉・側頭葉・小脳・扁

桃体の過剰成長が顕著であるという報告もある。(Courchesne et al., 2007)。脳機能の異常とし

て、興奮神経と抑制神経のバランスが乱れている(Rubenstein & Merzenich, 2003; Gogolla et al., 

2014; Nelson & Valakh, 2015)ことが指摘されている。モデルマウスを用いた実験でも、神経の興

奮と抑制のバランスの乱れが社会行動の障害を生むことが示された(Yizhar et al., 2011)。さら

に、愛情ホルモンとも呼ばれることのある下垂体後葉ホルモン、オキシトシンの不足が原因である

という仮説もある(Nagasawa et al., 2012)。オキシトシンは鎮痛・ストレス緩和・母子愛着・社

会認知・不安解消などの作用が知られている。ASD 者にオキシトシンを投与すると、表情の処理

(Watanabe et al., 2014)や感情理解などの社会行動の能力の向上 (Aoki et a.l, 2014)、長期間

投与で社会的コミュニケーション能力が改善(Watanabe et al., 2015)が見られたという報告があ

る。脳の領域間の結合に問題があるという Disconnection syndrome 仮説も提唱されている

(Geschwind & Levitt, 2007)。局所的脳領域間の活動の同期状態を表す機能結合について、社会認

知に関連する領域間の結合 (Muller & Fishman, 2018) 、言語理解課題中の言語領域間の結合(Just 

et al, 2004)、安静時の領域間の結合(Hahamy et al., 2015)が弱いあるいは非典型的であるとい

う報告がある。 

 

３．ASD の言語 

ASD 者の中には、生涯にわたってほとんど発話しない人たちもいる。一方で、アスペルガー症候群、

高機能自閉症とされた一群には、言語の遅れはなく、あったとしても発達とともに解消されるとさ

れている (DSM-IV-TR)。ただし、精密な研究では言語に問題が見つけられている。単語レベルでは

感情語の処理に困難を示す (Moseley et al., 2015)。また、I, You の逆転など、人称代名詞や(Kanner, 

1943; Lee et al., 1994)、再帰代名詞 (Perovic et al., 2013)の使い方に間違いがある。音韻・

韻律レベルでは声の高さ、大きさ、抑揚に奇妙さが認められる (Hubbard et al., 2017)。知覚面

でも言語音のピッチ情報に鈍感（機械音なら問題なし）であったり (Schelinski et al., 2017)、

声音から感情を読み取るのが苦手であったりする (Schelinski & Kriegstein, 2019)。形態・統語

レベルでの言語能力そのものに大きな問題はない (Tager-Flusberg et al., 1990) が、平均発話

長が短く，統語発達に遅れがある (Eigsti et al., 2007)。発話において限定詞（a/the），助動詞，

コピュラ動詞，過去形の屈折変化，3 人称単数現在形の屈折変化，進行形などの省略が多く見られ
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る (Bartolucci et al., 1980)。時制に関する形態統語的操作を省略しやすい (Tager–Flusberg, 

2004; 2005)。CELF (Clinical Evaluation of Lanuguage Fundamentals, Wiig et al., 2003) に

よる評価では、産出・理解の両面で統語能力が低かった (Kjelgaard & Tager-Flusberg, 2001) 。

意味レベルでは単語認知における意味的プライミング効果が欠如していることが報告されている

(Kamio et al., 2007)。また、複雑な意味の統合に問題があり、言語課題中のウェルニッケ野の賦

活は高いが、ブローカ野の賦活は弱いという(Just et al., 2004)。ASD の言語の問題のなかで語用

論レベルでの問題が最も顕著である。まず、メタファーの理解が困難であることが良く知られてい

る(Adachi et al., 2004)。メタファー理解には社会認知に関わる内側前頭前皮質（anterior rostral 

MFC）が寄与している (Uchiyama et al., 2012) ことが関係している可能性がある。皮肉の理解が

困難であることも有名だが、脳機能画像法で調べたところ、皮肉理解課題時の左半球での機能結合

が定型発達に比べて弱かった (Williams et al., 2013)。冗談の理解は困難である(Baron-Cohen, 

1997)が、冗談を言うこともある (Lyons & Fitzgerald, 2004)。日本語母語話者 ASD特有の特徴と

して方言を話さない (松本, 2017)、終助詞（特に「ね」）を使わない (Watamaki, 1997) が報告さ

れている。科研費プロジェクト「文末助詞の階層における情動計算不全としての自閉症の言語障害

（令和元年～５年）」では言語学者と認知神経科学者が協同して終助詞の使用に着目して脳におけ

る言語と社会性の相互作用を明らかにしようとしている。 
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